
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 波岡地区には、第二次世界大戦中に墜落した B29の乗組員の慰霊碑があります。昭

和 20年 5月 29日に横浜大空襲を行った帰りに、日本軍の高射砲で撃たれて墜落した

もので、その後昭和 26年に地元の方が慰霊碑を建立したものです。 

 波岡公民館と八幡台公民館では合同で年 1回、慰霊碑を訪問する事業に取り組んで

います。今年度は新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、事業は残念ながら

中止としましたが、波岡公民館・八幡台公民館と地元の有志で慰霊碑に向かう道まで

の整備作業を行いました。当日ご協力いただいた皆様、ありがとうございました。 

 まだ敵国意識のあったであろう時世に、慰霊碑を立てるのはなかなかできることで

はなかったかと思います。今年は多くの方で訪問することができませんでしたが、戦

争があった歴史と、平和の大切さを忘れないためにも、公民館は地域とつながりあい

ながら、活動を行っていきたいと思います。 

 

 

  開催期日；例年 5月 29日 

（B29が墜落したのと同日。ただし、5月 29日が休館日や雨天だった

場合は、この限りではありません。） 

  対  象；主に波岡公民館地区・八幡台公民館地区の住民 

  内  容；波岡公民館と八幡台公民館からそれぞれ歩いて慰霊碑に向かい、慰霊

碑の前で、墜落当時を知る方にお話を伺います。 

 


